
し
た
。
執
金
剛
神
の
荷
造
り
を
終

っ
て
手
水
屋
に
安
置

(柳
生
村
南
明
寺

へ疎
開
を
予
定
)
、

日
光

・
月
光
両
菩
薩

の
荷
造
り
作
業
中

に
終
戦
と
な

っ
た

(『歴
史
地
理
教
育
』
四
五

一
号
所
収
、

平
洋
戦
争
と
奈
良
の

『国
宝
』
疎
開
」窺

3

。

こ
の
間
興
福
寺
で
は
、
二
十
年
七
月
奈
良
博
か
ら
返
還
さ
れ
た
仏
像

一
九
体
を
吉
野
山

の
舟
知
家

に
疎
開
し
て
い
る
。
法
華
寺

で
は

維
摩
居
士
像
を
大
蔵
寺
に
疎
開
し
た
が
、
本
尊
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
を
運
ぶ
担
架
を
こ
し
ら
え
て
防
空
壕

へ
避
難
す

る
準
備
を
と
と
の

え
、
身
を
も

っ
て
本
尊
を
守
る
こ
と
に
し
た
。
薬
師
寺
で
は
吉
祥
天
画
像
を
円
照
寺
に
疎
開
、
他

の
国
宝

の
疎
開
を
準
備
中

に
終
戦
を

迎

え
る
こ
と
に
な

っ
た
が
、
聖
観
音
像
に
白
金
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
あ
わ
や
取
り

つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に
な

っ
た
こ
と
も
あ

っ
た
と
い

う
。
唐
招
提
寺
で
は
開
山
さ
ん
と
運
命
を
と
も
に
す
る
と
い
っ
て
、
鑑
真
和
上
像
の
疎
開
に
応
じ
な
か

っ
た
。
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第
四
節

敗
戦
と
奈
良

1

決
戦
体
制
下
の
市
民

昭
和
十
七
年

(
一九四二)
六
月
の
ミ

ッ
ド
ウ

ェ
ー
海
戦
を
機

に
、
太
平
洋
戦
争
は
早
く
も
わ
が
国

の
不
利
に
傾
き
、

戦

局

の

悪

化

翌
十
八
年
二
月
の
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
撤
退
後
、
戦
局
は
悪
化
の

一
途
を
た
ど

っ
た
。
十
九
年
七
月
、

マ
リ
ァ
ナ
諸

島

の
サ
イ
パ
ン
が
占
領
さ
れ
、
ビ
ル
マ
作
戦
も
中
止
の
や
む
な
き
に
い
た

っ
た
。
十

一
月
か
ら
は
、
マ
リ
ア
ナ
基
地

の
ア
メ
リ
ヵ
空
軍

に
よ
る
本
土
空
襲
が
始
ま
り
、
翌
二
十
年
に
入
る
と
、
連
日
の
よ
う
に
軍
需
工
場
と
主
要
都
市
が
爆
撃
を
受
け
る
よ
う
に
な

っ
た
。
二



十
年

一
月
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
奪
回
さ
れ
、
三
月
に
は
硫
黄
島
、
六
月
に
は
沖
縄
も
占
領
さ
れ
る
。

戦
局
の
進
展
に
と
も
な
い
、
中
国
戦
線
に
あ

っ
た
奈
良
連
隊
も
新
し
い
戦
場
に
投
じ
ら
れ
た
。
遼
陽
に
い
た
第
三
十
八
連
隊
は
、
昭

和
十
九
年
三
月
グ
ア
ム
島
に
派
遣
さ
れ
た

(
一大
隊
三
個
中
隊

だ
っ
た
と
い
う

)
。
七
月
上
陸
し
て
き
た
米
軍
の
攻
撃
を
受
け

て
玉
砕
、

敗
残
の
兵
士
た
ち

は
、

一
か
月
余
り
密
林
を
さ
ま
よ

っ
た
あ
と
飢
死
寸
前
を
捕
え
ら
れ
た
。
い
っ
ぽ
う
、
奈
良
で
編
成
さ
れ
た
三
部
隊

は
ビ
ル
マ

(谷

ン)

に
転
戦
と
な

っ
た
。
第

=
二
八
連
隊
は
、
十
八
年
二
月
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
経
て
ビ
ル
マ
に
向
か
い
、
第
五
十

一
連
隊

は
翌
十
九
年
二
月

か
ら
ビ
ル
マ
戦
線
に
加
わ
っ
た

(第
↓五
三
連
隊
に

つ
い
て
は
不
明

)。
共

に
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
に
投
入
さ
れ
、
千
数
百
キ
。
に
及
ぶ
山
岳

地
帯

の
難
路
を
進

む
が
、

一
粒
の
米
、

一
発
の
弾
丸
も
補
給
さ
れ
ず
悪
戦
苦
闘
、
英
印
軍
の
反
撃
に
あ

っ
て
多
く
の
戦
死
者
を
出
し
た
。
そ
の
撤
退
に
あ

第五章 戦争と奈良

殉国英霊供養塔

た
っ
て
も
、
飢
え
と
病
の
た
あ
に
無
残
な
最
期
を
遂
げ
る
兵
士
も
多
数
に
の
ぼ

っ

た

(鈴
木
良
編
『奈

良
県
の
百
年
』
)
。

日
中
全
面
戦
争

の
開
始
か
ら
太
平
洋
戦
争

の
終
結
ま
で
に
、
奈
良
県
出
身

の
戦

死
者
は
約
二
万
六
〇
〇
〇
人

に
の
ぼ
り
、
そ
の
う
ち
奈
良
市

の
出
身
者
は
五
=
二

〇
柱
を
数
え
た

(た
だ
し
、
新
市
域
の
町
村
を
含
む
。
奈
良
市
慰
霊

塔
公
園
の
殉
国
英
霊
供
養
塔
合
祀
者
数
に
よ
る

)
。

戦
局
の
悪
化
に
と
も
な
い
、
食
糧
難
は
い

っ
そ
う
深
刻
に
な
っ

た
。
配
給
さ
れ
る
主
食
の
米
の
割
合
は
減

る
し
、
野
菜
や
魚

の
配
給
量
は
低
下
す
る
い
っ
ぽ
う
、
そ
の
不
足
は
主
食
以
上
に
深
刻
に
な

っ
た
。

昭
和
二
十
年

(死
四五)
を
迎
え
る
こ
ろ
に
は
、
配
給
栄
養
量
は
生
存
線
を
大
き
く

下
ま
わ

っ
て
い
た
と
い
う
。
『朝
日
新
聞
』
(奈
良
版
)
に
よ
れ
ば
、
六
月

に
奈
良

公
園
や
平
城
宮
跡
を
開
墾
地
候
補
に
あ
げ
、
春
日
野
運
動
場
を
甘
藷
畑
に
、
正
倉

市

民

生

活

の

窮

乏
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院
東
側
と
若
草
山
新
道
東
側
に
隣
組
農
園
を

つ
く
る
予
定
が
た
て
ら
れ
、
七
月
は
じ
め
平
城
宮
跡
は
す

で
に
約

=

二
町
歩

の
開
墾
を

終
わ
り
、

=
尸
当
り
七
坪
の
自
給
栽
培
を
始
め
て
い
た
と
い
う
が
、
も
と
よ
り
焼
石

に
水

で
あ

っ
た
。
そ
の
う
え
七
月

の
閣
議

で
主
食

配
給
の

一
割
削
減
が
決
定
さ
れ

(大
陸
か
ら
の
食
糧
輸
送
が
不
可
能
に
な
り
、
二

十
年
度
産
米
の
凶
作
見
込
が
決
定
的
と
な
っ
た
)、
米
の
配
給
が
大
人

一
人
当
り
二
合

一
勺

(働
窒
○
)

に
切
り
下
げ

ら
れ
た
。

す
で
に
ほ
と
ん
ど
の
生
活
物
資
が
配
給
制
に
な

っ
て
い
た
が
、
十
九
年
十

一
月
か
ら
タ
バ
コ
も
隣
組
配
給
と
な
り
、
二
〇
歳
以
上
の

男
子

(登
録
さ
れ
た

者
に
限
る

)

一
日
六
本
と
決
め
ら
れ
た
。
大
阪
地
方
専
売
局
長
か
ら
北
椿
尾
総
代
宛

「新
聞
発
表

マ
デ

ハ
極

秘
」

と
す
る

「
煙

草
割
当
配
給
実
施
要
項
」
が
残
さ
れ
て
い
る
。
日
常
生
活
物
資
の
配
給
が
少
量
か

つ
不
規
則
に
な
る
に
と
も
な
い
、
高
値
の
ヤ
ミ
取
引

が
ひ
ろ
ま
り
、
公
定
価
格
も
値
上
げ
さ
れ
て
物
価
が
上
昇
、
市
民
生
活
を
圧
迫
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
ひ
き

つ
づ
き
貯
蓄
が
強
制
さ

れ
、
た
と
え
ば
十
九
年
二
月
期

の
、
市
長
か
ら
町
内
会
長
宛
の
売
出
国
債

・
債
券
消
化
割
当
に
関
す
る
通
達
に

「貯
蓄

ハ
戦
力
ノ
輸
血

路
、
銃
後

ハ
コ
ノ
輸
血
路
ヲ
絶
ヤ
サ
ヌ
ヤ
ウ
/

『
右

二
増
産
左

二
貯
蓄
』
奮

ッ
テ
戦
力
増
強

二
挺
身

シ
/
勝

ツ
タ
メ

ニ
/
勝

ツ
タ
メ
ニ

〃
"/
最
後

マ
デ
頑
張
リ

マ
セ
ウ
」
と
あ
る
。
国
債
の
割
当
は
、
市
民
の
肩
に
重
く
の
し
か
か

っ
て
い
た
。
戦
争
末
期
、
市
民
生
活
は
ほ

と
ん
ど
破
綻
に
瀕
し
て
い
た
と
い
え
る
。
こ
う
し
た
な
か
、

一
家
の
働
き
手
は

つ
ぎ

つ
ぎ
と
軍
隊
に
と
ら
れ
て
い

っ
た
。
た
と
え
ば
東

向
北
町
で
、
二
十
年

一
月
か
ら
七
月
ま
で
に
五
人
が
入
営

(内
一人
は
海

軍
に
入
団

)
、
六
人
が
召
集
さ
れ
て
い
る

(臨
諌
鮪
蹴
)。

な
お
、
ガ
ソ
リ
ン
不
足
を
補
う
た
め
に
十
九
年
十
月
か
ら
松
根
油
の
採
取
が
始
ま
り

(松
根
油
緊
急
増
産

措
置
要
綱
に
よ
る
)
、

二
十
年

春

に
は
、
奈
良
公

園

の
松
に
も
及
ん
だ
。
松
根
油
は
松
の
根
株
ま
た
は
松
枝
を
乾
溜
し
て
得
ら
れ
る
無
色
の
油
だ
が
、
松
の
樹
皮
を
傷

つ
け
て
得
ら
れ
る

ま
つ
や
に

松
脂
か
ら
も

つ
く
ら
れ
た
。
す
で
に
地
獄
谷
の
国
有
林
で
は
、
十
六
年
か
ら
営
林
署
の
手
で
採
取
が
始
ま

っ
た
と

い
わ
れ
る
が
、
二
十

年
春
公
園
の
松
木
の
用
材
供
出
や
松
脂
の
採
取
が
求
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
小
田
成
就
知
事
は
、

「古
木
の
伐
採
回
避
を
要
請
し
た

り
、
松
脂
採
取
の
傷
痕
が
目
立
た
ぬ
よ
う
採
取
法
の
工
夫
を
係
官
に
命
じ
た
」
と
い
う

(
『奈
良
公

園
史
』

)。
六
月
六

日
付

の

『
朝
日
新
聞
』
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第五章 戦争と奈良

(奈
良
版
)
に

「奈
良
公
園
の
老
松
二
千
本
が
決
戦
松
脂
採
取

へ
応
召
、
奈
良
市
森
林
組
合
が
主
体
と
な
り
平
担
部
の
分
か
ら
順
次
採
取

す
る
こ
と
に
な

っ
た
」
と
あ
り
、
程
な
く
着
手
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

昭
和
十
八
年

(一九四三)
の
暮
れ
、
空
襲
に
備
え
て
都
市
疎
開
実
施
要
綱
が
閣
議
決
定
と
な
り
、

人
員

・
施
設

・
建

物
の
疎
開
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
適
用
地
域
は
東
京
都
の
ほ
か

一
一
都
市
、
近
畿
で
は
大
阪

・
神
戸

・

尼
崎
の
三
市
で
あ

っ
た
。
空
襲
の
危
険
が
少
な
い
と
み
ら
れ
た
奈
良
は
、
そ
の
疎
開
先
と
し
て
受
入
側
と
な

っ
た
。
十
九
年
九
月
に
大

阪
市
の
学
童
の
集
団
疎
開
を
受
け
入
れ
た
が

(第
五
章
第

三
節
1
)、
縁
故
を
た
ど

っ
て
疎
開
し
て
く
る
人
た
ち
も
あ

っ
た
。

二
十
年
に
入

っ
て

都
市

へ
の
空
襲
が
激
し
く
な

っ
て
き
た
か
ら
で
あ
ろ
う
、
東
向
北
町
で
は
三
月
八
日
の
常
会
で

「
大
阪
方
面
疎
開
者
準
備
ト
シ
、
間
数

調
査
ノ
件
」
が
協
議
事
項
と
し
て
取
上
げ
ら
れ
て
い
る

(
「東
向
北

町
記
録
」
)。

そ
れ
か
ら
五
日
後
の
三
月
十
三
日
夜
半
か
ら
十
四
日
未
明
に
か
け
て
、
大
阪
が
大
空
襲
に
見
舞
わ
れ
た
。
被
災
戸
数

=
二
万
六

一
〇

七
戸
、
被
災
者
数
五
〇
万

一
五
七
八
人

(死
者
・行
方
不
明
四
六
六
五
人
・重
軽
傷
八
五

〇
〇
人
、
『新
修
大
阪
市
史
』
第
七
巻
に
よ
る
)、
奈
良
に
も
多
く
の
被
災
者
が
避
難
し

て
き
た
。

三
月
十

八

日
付
の

『大
阪
朝
日
新
聞
』
(奈
良
版
)
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

り

県
下

へ
の
罹
災
者

は
多
数

に
上

っ
て
い
る
が
、

(中
略
)
奈
良
市
内

に
い

っ
た
ん
落
ち

つ
い
た
罹
災

者

の
大
部
分

は
そ
れ
ぞ
れ
の
縁
故
先

に
引

き

と

ほ
う
こ
う

ら
れ
、
旅
館

の
臨
時
収
容
所

に
残

っ
た
無
縁
故
避
難
者
た
ち
も
焦
土

に
彷
徨
し
た
き
の
う

の
疲
れ
と
傷

心
を
忘

れ
、

は
や
く
も
雄

々
し
く
起

ち

あ

あ
つ
せ
ん

が
り
、
市

に
職
場
斡
旋

の
申
込
み
が
続
出
し

て
い
る
。
市

で
も
大
喜
び

で
重
要

工
場
方

面

の
生
産
戦

列
に
加

わ

っ
て
も
ら
う
べ
く
手
続

き
を

い
そ

い
で
い
る
。
ま
た
大
阪
方
面

に
の
こ

っ
て
い
る
無
縁
故
罹
災
者

の
集
団
転

入
に
そ
な
え
、

一
般

民
家

に
も
罹
災
者
を
割
当

て
収
容
す

べ
く
諸

般

の

準
備
を
進
め

て
お
り

(
中
略
)
、

一
方
罹
災
者

へ
の
同
情
も
日
に
た
か
ま
り
、
部

屋

の
提

供
を
申
出

る
民
家

や
寺
院
、
金
品

の
寄
贈
な

ど
相

つ
い
で

い
る

(後
略
)

避

難

し

て
き

た

被

災

者

の
援

護

の
た

め

、

奈

良

市

が

住

居

や
就

職

の
斡

旋

に
努

め

る

と
共

に
、

米

・
味

噌

・
醤

油

・
木

炭

・
薪

な

ど

罹

災

者

の

受

入

れ
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の
生
活
必
需
品
の
特
配
を
行

っ
た
ほ
か
、
専
売
局
奈
良
支
局
で
は
タ
バ

コ
の
持
配
を
行

い
、
奈
良
警
察
署

で
は
各
駅
頭
に

「
よ
ろ
ず
相

談
所
」
を
特
設
し
、
奈
良
貸
家
組
合
で
は
貸
家

・
間
貸
し
の
斡
旋
を
行

っ
た
と
い
う

(
『朝
日
新
聞
』
奈
良

版
三
月
二
十
一日
付
)
。
ま
た
こ
の
と
き
、
旅
館

四
〇

数
軒
は
約
二
〇
〇
〇
枚
の
布
団
類
を
提
供
し
た
と
い
う

(同
三
月
二

十
三
日
付
)。

ま
た
す
で
に
疎
開
者
の
た
め
に
、
県
農
地
開
発
営
団
の
手
で
奈
良
市
五
条
山
と
北
葛
城
部
志
津
美
村

(
現
香
芝
市
)

に
開
墾
地
が
用
意
さ

れ
、
五
条
山

で
は
約
六
町
歩
が
開
墾
さ
れ
て

(二
四
町
歩
の

開
墾
を
予
定
)

一
戸
が
入
植
し
て
い
た
が

(盤
旄
⑳
健
燬
齟
讎
最
繍
膿
晞
哩
猪
)、

「今
後
罹
災
者
の
帰

農

に
は

一
戸
当
り
二
、
三
町
歩
の
畑
が
与
え
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
蔬
菜
園
芸
に
よ
る
農
業
経
営
で
定
住
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
報
じ
ら
れ
て
い
る

(同
三
月
二

十
一日
付
)
。

大
空
襲

の
あ
と
大
阪
市

で
は
、
三
月
二
十

一
日
か
ら
五
日
間
縁
故
先
の
な
い
被
災
者
を
近
府
県

へ
集
団
疎
開
さ
せ
る
が

(
『新
修
大
阪
市

史
』
第
七
巻

)、

伏
見
村

へ
疎
開
し
て
き
た
人
た
ち
も
あ

っ
た
。
『伏
見
町
史
』
に
、
「罹
災
者

で
縁
故

の
な
い
二
〇
七
名
を
菖
蒲
池
厚
生
寮
に
収
容
し
」、

「約

一
か
月
の
間
に
知
人
を
た
よ
る
人
も
あ

っ
た
が
、

一
=
二
名
は
村
当
局
の
努
力
で
戦
災
保
護
法
の
救
済
を
申
請

し
、

四
万
七
三
〇

〇
円
を
配
分
し
た
」
と
あ
る
。

な
お
六
月

一
日
、
奈
良
市
に
も
空
襲
が
あ

っ
て

(後
述
)、
に
わ
か
に
建
物
疎
開
の
議
が
お
こ

っ
て
き
た
。
七
月
二
十
七
日
付
の

『朝

日
新
聞
』

(奈
良
版
)
に

「奈
良
市
内
の
強
制
家
屋
疎
開
は
、
下
三
条

・
林
小
路

・
本
子
守

・
北
向
各
町

一
部
で
第

一
回
と
し
て
着
手
、

八
月
五
日
ま
で
に
完
了
す
る
が
、
さ
ら
に
第
二
次
疎
開
を
行
う
べ
く
目
下
市
内
調
査
を
す
す
め
て
い
る
」
と
あ
る
。
し
か
し
、
奈
良
の

建
物
疎
開
は
、
実
施
に
移
さ
れ
な
い
ま
ま
敗
戦
を
迎
え
る
。

戦
局
が
絶
望
的
に
な

っ
た
昭
和
二
十
年

(一九四五)

一
月
大
本
営
が
策
定
し
た
本
土
作
戦
計
画
に
基
づ
き
、
小
磯
内

国

民

義

勇

隊

閣
は
三
月
二
十
三
日

「国
体
護
持
」
「国
民
総
武
装
」
「
一
億
玉
砕
」
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
も
と
、

「本
土
防
衛
態
勢

ノ
完
備
ヲ
目
標
」

に
国
民
義
勇
隊

の
結
成
を
決
定
し
た
。
国
民
義
勇
隊
は
、
国
民
学
校
初
等
科
卒
業
者
で
六
五
歳
以
下
の
男
子
お
よ
び
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四
五
歳
以
下
の
女
子
で
構
成
さ
れ
、
軍
隊

・
警
察
と

一
体
と
な

っ
て
、
防
空

・
戦
災
復
旧

・
疎
開

・
重
要
物
資
輸
送

・
食
糧
増
産

・
陣

地
構
築

・
兵
器
輸
送
な
ど
の
業
務
に
出
動
す
る
こ
と
を
任
務
と
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
都
道
府
県
毎

に
国
民
義
勇
隊
本
部

(本
部
長
は

地
方
長
官
)

を
設
け
、
そ
の
指
導
下
に
市
区
町
村
隊

(隊
長
は
市

区
町
村
長
)
を
置
く
こ
と
に
し
て
い
た
が
、
「状
勢
急
迫
セ
ル
場
合
」

に
は
、

一
五
～
五
五
歳

の
男
性
と

一
七
～
四
〇
歳
の
女
性
が

「
戦
闘
隊
組
織

二
転
移
」
し
、
軍
の
指
揮
下

に
入
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た

(
鹿
野
園
町

有
文
書

)
。

五
月
か

ら
六
月
に
か
け
て
大
政
翼
賛
会
と
そ
の
傘
下
団
体

(大
日
本
産
業
報

国
会
を
除
く

)
が
解
散
さ
れ
て
す
べ
て
国
民
義
勇
隊
に
統
合
さ
れ
た
。

国
民
義
勇
隊
は
、
戦
闘
隊
と
表
裏

一
体
の
も
の
と
さ
れ
て
い
た
が
、
米
軍
を
相
手

に
戦
う
に
足
る
戦
力
は
全
く
備
え
て
い
な
か
っ
た
。

げ
ん
の
う

国
民
義
勇
隊
の
戦
闘
方
法
を
教
え
た

『
国
民
抗
戦
必
携
』

に
は
、
「銃
剣
は
も
ち
ろ
ん
、
刀

・
槍

・
竹
槍
か
ら
鋤

・
ナ
タ

・
玄
能

・
出

と
び
ぐ
ち

こ
う

刃
庖
丁

・
鳶
口
に
い
た
る
ま
で
、

こ
れ
を
白
兵
戦
闘
兵
器
と
し
て
用
ゐ
る
」
と
あ
り
、
「格
闘
に
な

っ
た
ら
、
み
ぞ

お
ち
を
突
く
か
睾

が
ん

か
ら

て

丸
を
蹴
る
、
あ
る
ひ
は
唐
手

・
柔
道
の
手
を
用
い
て
絞
殺
す
る
、

一
人

一
殺

で
よ
い
、
と
に
か
く
あ
ら
ゆ
る
手
を
用

ゐ
て
、
な
ん
と
し

て
で
も
敵
を
殺
さ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
説

い
て
い
た
。
な
ん
と
も
心
細
い
本
土
決
戦
体
制
だ

っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

奈
良
市

の
東
向
北
町
で
は
、
六
月
六
日
午
前
六
時

に
氷
室
神
社

に
お
い
て
国
民
義
勇
隊
結
成
式
を
挙
げ
た
。
隊
員

は
男
四

一
人
、
女

五
四
人

で

「
東
向
北
町
記
録
」

に
よ

っ
て
そ
の
活
動

の
あ
と
を
み
て
お
こ
う
。

七
月
八
日
九
日

義
勇
小
隊
長
召
集
サ
レ
、
右
両
日
午
前
七
時
二
十
分
、
鼓
阪
国
民
学
校
集
合
、
義
勇
隊
訓
練
参
加
、
午
後
五
時
マ
デ
義
勇
隊
基

礎
訓
練
教
育
ヲ
受
ク

七
月

十
六
日

義
勇
隊
並
二
戦
闘
隊
特
別
隊
名
簿
作
成
、
奈
良
市
義
勇
隊
本
部
へ
提
出
ス

七
月

十
七
日

義
勇
隊
出
動
命
令
ニ
ョ
リ
七
名
出
動
ス
、
春
日
山
松
根
採
掘
、

一
人
責
任
量
二
十
貫

七
月

十
九
日

婦
人
義
勇
隊
出
動
、
午
前
六
時
集
合
、
野
崎
絹
子
隊
長
引
率
ノ
下
二
十

一
名
柳
本
○
○
方
面
へ
出
動
サ
レ
、
此
日
敵
機
来
襲
機

銃
操
射
ヲ
サ
レ
、
危
険
侵
シ
勤
労
目
的
達
シ
一
同
午
後
五
時
無
事
帰
町
サ
ル
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七
月

二
十

二
日

義

勇
隊
出
動
女
子
部
十

一
名
、
午
前
六
時
集
合
柳
本
○
○
方
面

へ
出
動

サ
レ
、
敵
機
グ

ラ

マ
ン

・
P
51
等

ノ
来
襲
、
危
険

ヲ
侵

(箏
)

シ
出
動

一
行
十

一
名
、
午
後
五
時
無
時
帰
町
サ
ル

七
月
二
十
九
日

義
勇
隊
出
動
男
子
部

一
行
四
名

(中
略
)
奈
良
市
油
阪

一
丁
目
元
南
都
自
動
車
大
阪
陸
軍
需
品
支
廠
奈
良
集
積
所
へ
出
動
ス
ル

八
月

三
日

義
勇
隊
女
子
部
出
動
十

一
名
、
午
前
六
時
集
合
柳
本
○
○
場
へ
出
動

(中
略
)
午
後
七
時

一
同
無
事
帰
町
セ
リ

八
月

十

一
日

義
勇
隊
男
子
奉
仕
五
名
、
午
前
六
時
半
町
内
出
発
、
鼓
坂
国
民
学
校
集
合
○
○
方
面
奉
仕
、
午
後
五
時

一
行
無
事
帰
町
ス

右

に
よ
る
と
、
義
勇
隊
は
男
子
部
と
女
子
部
に
分
か
れ
、
松
根
油
の
採
集
や
柳
本
飛
行
場
の
建
設
整
備
工
事
、
軍
需
工
場
な
ど

へ
の

勤
労
奉
仕
を
行

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

な
お
、
七
月
下
旬
、
正
倉
院
御
物
を
構
内

の
倉
庫
と
博
物
館
の
収
蔵
庫

へ
疎
開
す
る
た
め
、
南
市
町
な
ど
の
市
内

の
国
民
義
勇
隊
が

出
動
し
て
い
る

(
『奈
良
日
日
新
聞
』
昭
和
二

十
年
十
一月
二
十
四
日
付

)
。
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空
襲
と
敗
戦

す
で
に
述

べ
た
よ
う
に
防
空
演
習
は
早
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
が
、
戦
局
の
悪
化
に
と
も
な
い
空
襲
の
危
険
が
増

防

空

壕

大
、
昭
和
十
九
年

(究
四四)
を
迎
え
て
、
奈
良
で
も
防
空
壕
の
築
造
が
急
が
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

太
平
洋
戦
争
開
戦
前

の
十
六
年

一
月
、
大
政
翼
賛
会
市
支
部
理
事
嶋
田
常
次
郎
が
、
繁
華
街
に
お
け
る
防
空
壕

(
ト
の○
蝉
痴
%
卜
伍
牌
猷
躰

嫌
厭
秘
貅
造
)

の
築
造
を
提
案
し
た
と
い
う
が

(
『奈
良
新
聞
』
一

月
二
十
三
日
付

)
、
こ
れ
が
実
行
に
移
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
。

十
九
年
三
月
、
奈

良
警
察
署
は
管
内
市
町
村
長
会
議
を
開
き
、
「奈
良
市
内
で
は
各
戸
に
少
く
と
も

一
個
の
防
空
壕
待
避
壕
を
構
築
す

る
こ
と
を
決
定
、

な
ら

早
速
奈
良
市

で
は
各
町
内
会
長
、
警
防
団
長
を
集
め
て
各
所
に
模
範
待
避
壕
を

つ
く
る
、
こ
れ
を
見
倣

っ
て
お
そ
く
と
も
今
月
中
に
各
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戸

一
個
以
上
五
人
乃
至
十
人
の
家
族
が
楽
に
待
避
で
き
る
壕
を
構
築
す
る
こ
と
」
に
な

っ
た

(同
三
月
二

十
六
日
付
)。

こ
れ
を
う
け
て
春
日
野
町
で
は
、
三
月
二
十
九
日
、
町
の
待
避
所
を

つ
く
る
た
め
、
奈
良
公
園
の

一
角
を
借
用
し
た
い
旨
、
県
に
願

い
出
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
工
事
は
警
防
団
の
指
揮
で
町
民
の
勤
労
奉
仕
で
行
う
と
し
て
い
る
。
鼓
阪
警
防
分
団
長
の
五
月
二
十

七

日
の
町
内
会
長
宛
通
達
に

「隣
組
各
家
庭

二
相
当
数
ノ
待
避
所
ノ
構
築
ヲ
見
タ
ル
ガ
」
と
あ

っ
て
、
防
空
壕
の
構
築
が
す
す
ん
で
い

る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
と
こ
ろ
が
、

つ
く
り

っ
ぱ
な
し
で
水
が
た
ま

っ
た
り
盛
土
が
崩
れ
た
り
し
た
も
の
が
多
か

っ
た
ら
し
く
、
空

襲
時
の
利
用
に
遺
憾
の
な
い
よ
う
そ
の
整
備
を
要
請
し
た
の
が
こ
の
通
達
で
、
併
せ
て

「公
共
待
避
所
」
「何
人
用
待
避
所
」
な
ど
の

標
識
を
た
て
る
よ
う
望
ん
で
い
る

(春
日
野
町

有
文
書

)
。
こ
の
年
奈
良
公
園
内

に
も
、
春
日
奥
山

の
松
木
を
使

っ
て
県
庁
職

員
用
の
防
空
壕
が

掘

ら
れ
た
と
い
う

(
『奈
良
公

園
史
』

)
。

鳴
川
町
に
は
、
か
な
り
本
格
的
な
防
空
壕
が

つ
く
ら
れ
て
い
た
。
平
成
四
年

(
一究
二)
奈
良
市
音
声
館
建
築
の
た
あ
発
掘
調
査
中

に

鳴川町の防空壕づくり

発
見
さ
れ
た
も
の
で
、
東
西
約
七
層
、
南
北
約
二

・
五
層
、
深
さ
約
二

・

五
綴
の
長
方
形
の
地
下
壕
に
型
枠
を
組
み
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
流
し
こ

ん
だ
堅
固
な
も
の
で
あ

っ
た
。
町
内
の
人
々
の
話
で
は
、
昭
和
十
九
年

に
青
年
会
が
中
心
に
な

っ
て
つ
く

っ
た
も
の
で
、
各
家
庭
で
も
庭
や
畑

に
人
が
か
が
ん
で
入
れ
る
程
度
の
小
さ
な
壕
を

つ
く

っ
た
と
い
う
。

も
ち
ろ
ん
学
校
で
は
、
ど
こ
と
も
防
空
壕
が

つ
く
ら
れ
た
。
奈
良
師

範
学
校
女
子
部
で
は
、
十
九
年
四
月
二
十
八
日
に

「防
空
壕

・
遮
光
幕

作
業
」、
八
月
十
四
日
に

「防
空
壕
掘
り
」
を
行

っ
て
お
り
、
佐
保
国

民
学
校
で
は
戦
争
末
期
に
運
動
場
の
半
分
を

「
さ

つ
ま
い
も
畑
」
に
し
、
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校
舎
側
に
軍
隊
と
学
校
兼
用
の
防
空
壕
を

つ
く
り

(
「奈
良
教
育

大
学
史
』

)
、
奈
良
中
学
校
で
も
終
戦
末
期
に
防
空
壕
を

つ
く

っ
た
こ
と
な
ど
が
知

ら
れ
る

(
『奈
良
県
立
奈
良
高

等
学
校
五
十
年
史
』
)
。

奈
良
市
に
は
じ
あ
て
空
襲
警
報
が
出
た
の
は
、
昭
和
十
九
年

(一九四四)
八
月
十

一
日
の
こ
と
だ

っ
た

(臨
瞰
講
嘱
)
。

十

一
月
下
旬
か
ら
、

マ
リ
ア
ナ
基
地

の
米
空
軍
B
29
に
よ
る
本
土
空
襲
が
始

っ
た
。
明
け
て
二
十
年
か
ら
、
大
阪

は
連
日
の
よ
う
に
少
数
の
B
29
に
よ
る
爆
撃
を
受
け
、
三
月
十
三
日
ー
十
四
日
に
は
大
空
襲
に
見
舞
わ
れ
た
。
十
七

日
神
戸
も
大
空
襲

を
受
け
そ
の
後
艦
載
機

の
阪
神
地
区

へ
の
来
襲
も
あ

っ
た
。
六
月

一
日
、
B
29
の
大
編
隊
五
〇
九
機
が
大
阪
に
来
襲
、
午
前
九
時
二
十

八
分
か
ら
十

一
時
ま
で
焼
夷
弾

に
よ
る
無
差
別
爆
撃
を
加
え
た

(
『新
修
大
阪
市

茎

第
六
巻

)
。
第
二
次
大
阪
大
空
襲
で
あ
る
。

マ
リ
ア
ナ
基
地

に
帰

投
す
る
編
隊
が
奈
良
近
く
の
上
空
を
通
過
、
そ
の
う
ち
の
B
29

一
機
が

一
条
通
り
沿
い
に
焼
夷
弾
を
投
じ
た
。
単
機
と
は
い
え
奈
良

へ

の
初
め
て
の
空
襲

で
あ

っ
た
。
帰
り
の
置
土
産

に
落
と
し
て
い
っ
た
と
い
わ
れ
た
が
、
興
福
院
に
設
置
さ
れ
て
い
た
同
盟
通
信
奈
良
支

局

(油
阪
町

に
所
在
)

の
警
報
発
令
下
用
の
無
線
機
を
狙

っ
た
の
だ
と
い
う
噂
も
流
れ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て

「東
向
北
町
記
録
」
は
、

六
月

一
日

午
前
八
時
ヨ
リ
十
時
半
二
大
阪
大
空
襲
、
米
B
29
四
百
機
来
襲
、
北
大
阪
市
都
島
曽
根
崎
天
満
十
三
福
島
築
港
方
面
空
襲
セ
リ
、
相

キ
ロ
グ
ラ
ム

当
損
害

ア
リ
、
奈
良
市

二
於

テ
は
法
蓮
町

に
五
十
瓩

焼
夷
弾
落
下
六

ケ
所
炎
上

セ
リ
、
負
傷

ア
ル
、
中

に
は
死
亡
者

モ
ア
ル
。

　に
　

同
日
法
華
寺
町
に
も
五
十
瓩
焼
夷
弾
落
下
、
ニ
ケ
所
炎
上
セ
リ
、
奈
良
市
於
て
初
め
て
の
空
襲
で
あ
る
。

と
書
き
と
め
、
東
大
寺

の

「
日
誌
」
に
は

「大
阪
空
襲
第
二
回
目
に
て
今
回
は
昼
行
は
れ
た
り
。
敵
機
は
大
阪
に
投
弾
し
て
後
吾
が
奈

い
た
ず

良
上
空
を
通
過
脱
走
す
る
コ
ー
ス
に
在
り
。
切
歯
徒
ら
に
憤
激
す
る
の
状
態
な
り
。
本
日
友
軍
機

一
機
三
笠
山
奥
墜
落
」
と
あ
る
。

そ
の
と
き
焼
夷
弾

の
直
撃
を
受
け
て
家
を
失

っ
た
濱
田
三
重
子

(旧
姓
奥
本
、

当
時
=
二歳
)
さ
ん
は
、
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出

と
し
て

つ
ぎ
の
よ

う

に
語

っ
て
い
る
。

六

月

一

日

の

空

襲
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家
は
法
蓮

佐
保
川
西
町
九
七
二
番

地
、
当
時
父
は
動

員
学
徒

の
引
率
、

兄
は
軍
隊
、
弟

は
動
員

で
留
守
、

そ
の
日
は
母

と
妹

二
人

と
警
戒

警
報

で
学
校

(
女
高
師
附

属
高
女

)
か
ら
帰
宅
し

て
い
た
私

の
四
人
が

い
ま
し
た
。

十
二
時
前

だ

っ
た

で
し

ょ
う
か
、

「
き
れ
い
や
な
あ
」

と
思

い
な
が

ら
B

29

の
編
隊
を
眺
め

て
い
た
と

こ
ろ
、
大
き
な
音
が
し
た
と
思

っ
た

一
瞬
、
視
界
が
黄
色

と
灰
色

と
茶

色

に
変

わ
り
ま
し
た
。
振

り
返
る
と
家

か
ら
火

が
出

て
い
る
の
で
す
。
母
が
飛
び
出
し

て
き
ま
し
た
。
顔
は
真
黒
、
着
衣

に
火
が

つ
い
て
い
ま
す
。
母
は
玄
関
わ
き

の
防

火
用
水
を
か
ぶ

っ
て
こ

れ
を
消
し
と
め
ま
し
た
が
、
爆
弾

の
破
片

で
足
を
え
ぐ
ら
れ
、
火
傷
を
お

っ
て
い
ま
し
た
。
母

の
あ
と
を
追

っ
て
出

て
き
た
妹
も
、

額
か
ら
血

を

流
し
、
火
傷
を
し

て
い
ま
し

た
。
下

の
妹

は
近
所

の
人
と
黒
髪
山

へ
避
難
し

て
い
て
無
事

で
し
た
。
あ
と

で
母

に
聞
く
と
、
焼
夷
弾
が
庭
石

に
落

ち

て
炎
を
あ
げ
、
爆
風

で
倒
れ

た
障
子

に
燃
え

つ
い
た
と

い
う

こ
と

で
す
。

私

は
妹
を

ひ

っ
ぱ

っ
て
裏

の
佐
保
国
民
学
校

へ
行
き
、
傷

の
手

当
を

し

て

も
ら
お
う
と
し
た
の
で
す

が
、
誰
も
何
も

し
て
く
れ

ま
せ
ん
。
沢

井
病

院

へ

走

り
ま
し
た
。
母

も
近
所

の
人

の
介
添

え
で
病
院

へ
運
ば

れ
ま
し
た
が
、

ほ

う
た
い
を
巻

い
て
く
れ
た
だ
け
。

二
か
月
ば

か
り
入
院
す

る

こ
と

に
な
り

ま

し
た
。

家
は
、

蔵
と
前

の
塀
が
残

っ
た
だ
け

で
全
焼

、
家
財
道

具
も
す

べ
て
焼

け

て
し
ま

い
ま
し
た
。

ま

た

、

法

蓮

佐

保

川

南

町

の
松

本

愛

子

さ

ん

宅

の
横

の
道

に
も

焼

夷

弾

が

落

ち

た

。

松

本

さ

ん

の
話

で

は
、

破

片

が

と

ん

で
裏

に
積

ん

で
あ

っ
た

松

葉

や
木

ぎ

れ

に
火

が

つ
い
た

が

、

近

所

の
人

の
応

援

で
消

し

と

あ

、

大

事

に

い

た
ら

な

か

っ
た
。

佐

保

国

民

学

校

の
運

動

場

の
真

中

と

相

撲

道

場

図1法 蓮町被害図(後 呂忠一作成)
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側

に
も
焼
夷
弾
が
落
ち
た
が
、
「佐
保
川
の
水
を
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
し
た
り

し

て
消
し
」
と
め

(佐
保
小
学
校
『創
立

七
十
周
年
記
念
誌
』
)
、
運
動
場
西
側
の
民
家
や
佐
保
川
東

町

の
平
西
米
店
付
近
の
民
家
な
ど
に
も
落
ち
た
が
、
消
火
活
動
が
功
を
奏

し

て

一
部
を
焼

い
た
だ
け
で
す
ん
だ
と
い
う
。
し
か
し
平
西
米
店
は
、
焼

夷
弾
が
落
下
し
て
家
屋
が
全
焼
し
た
う
え
、
同
店

の
小
学
校

一
年
生
の
少

女

が
大
火
傷
を
負

い
、
沢
井
病
院

で
命
を
失

っ
た
。

こ
の
日
の
空
襲

で
、

法
蓮
町
で
は
二
戸
が
全
焼
、
死
者

一
人
、
重
軽
傷
者
二
人
の
被
害
が
あ

っ

た

こ
と
に
な
る
。

「東
向
北
町
記
録
」
に
は

「六
ケ
所
炎
上
」
と
あ
り
、
「
大
東
亜
戦
争

戦

災
被
害
状
況
概
見
図
」

(
鞠
駒
能
卅
購
叶
匸
明
ポ
噸
銀
雕
蝌
靆
証
磯
貅
娘
瀰
臨
縣
狼
麒
翹
朗

図2法 華寺東町被害図(後 呂忠一作成)

 

姉
紛
祉
み
)
に
は
住
宅
の
全
焼
四
、
半
焼
三
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
裏
づ
け
る
伝
聞
や
史
料
は
な
く
、
同
図
も
焼
失

区
域
と
し
て
二
か

所

に
印
を

つ
け
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

こ
の
日
法
華
寺
東
町
に
も
焼
夷
弾
が
投
下
さ
れ
た
。
「東
向
北
町
記
録
」
に

「
ニ
ケ
所
炎
上
セ
リ
」
と
あ
る
が
、

町
内

の
人
び
と

の

記
憶
で
は
、
全
焼
し
た
の
は
土
井
富
蔵
氏
が
住
ん
で
い
た
辻
本
菊
松
氏
の
借
家
で
、
隣
家
の
杉
本
氏
宅
の
軒
下
も
焼
け
た
の
だ
と
い
う
。

い
ま
わ
か

っ
て
い
る
当
日
の
確
実
な
被
害
箇
所
は
図
1
、
図
2
の
と
お
り
で
あ
る

(焼
夷
弾
落
下
地
点
は
聞
取

り
に
よ
り
判
明
し
た
分

)
。

と
こ
ろ
で
、
さ
き
の

「戦
災
被
害
状
況
概
見
図
」
に
よ
れ
ば
、
六
月
十
日
に
も
空
襲
が
あ

っ
て
法
華
寺
東
町
で
二
戸
全
焼
し
た
こ
と

に
な

っ
て
い
る
が

(焼
失
区
域
と
し
て
一か
所
に

印
を
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
)、

こ
れ
は
六
月

一
日
の
こ
と
を
誤

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
同
町
見
光
寺
の
住
職
日
首
渓
さ
ん

が
、
動
員
先
の
愛
知
時
計
か
ら
六
月
六
日
に
帰
宅
し
た
と
き
、
焼
夷
弾
で
離
れ
の
板
壁
が
焼
け
て
い
た
と
い
う
し
、
内
山
ト
シ
エ
さ
ん

592



第五章 戦争と奈良

も
、
法
華
寺
東
町
に
爆
弾
が
落
ち
た
の
は
、
法
蓮
町
と
同
じ
日
だ

っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。

そ
れ

に

「
東
向
北
町
記
録
」
も
、
「
同

日

(六
月

一
日
)
法
華
寺
町
に
も
五
十
瓩
爆
弾
投
下
」
と
し
て
い
て
、
十
日
の
空
襲

に
つ
い
て
の
記
載
は
な
く
、

ほ
か
に
も
こ
れ
を
伝

え

る
も
の
は
な
い
。
な
お
、

マ
リ
ア
ナ
基
地
B
29
部
隊
の

「
作
戦
任
務
要
約
」
に
よ

っ
て
も
、
近
畿
地
方

へ
の
こ
の
日
の
出
撃
は
皆
無

で
あ
る

(小
山
仁
示
訳

『鰍
懶
日
本
空
襲
の
全
容
惣
別
膨
鮒
腿
』)。
法
華
寺
町
の
空
襲
は
、
六
月

一
日
で
あ

っ
て
十

日
で
は
な
か

っ
た
と
み
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

六
月
二
日
付
の

『奈
良
日
日
新
聞
』
は
、
こ
の
日
の
空
襲
に
つ
い
て
記
事
を
の
せ
て
い
る
が
、
「何
も
の
も
恐
れ
ぬ
市
民
の
奮
闘
が
遺
憾
な
く

発
揮
さ
れ
た
」
と
消
火
活
動
を
誇
大
に
報
ず
る
の
み
で
、
投
下
地
点
、
被
害
に
つ
い
て
は
全
く
ふ
れ
て
い
な
い
。
「民
家
へ
爆
弾
が
落
下
し
た
が
、

り

り

隣
組

の
バ
ケ

ツ
リ
レ
i
、
育
英
高
女
生

一
年

二
年
が
直
ち

に
現
場

に
出
動
、
奈
中
生

・
青
年
学
校
生
も
憤
怒

の
ま
な
ざ
し
も
凛

々
し
く
即
刻
か

け

つ
け
猛
然
と
火
を

ふ
く
家
中

に
挺
身
突
撃
し
、
所
嫌

は
ず
お
ち
く

る
火

の
粉
を
も

の
か
わ
と
注
水
作
業

に
敢
闘
、
頭

の
毛
は
ち

ゴ
れ
、
顔
は
煙

の

た
め
に
真
黒

に
な

り
目
も
あ
け

ら
れ

ぬ
。
猛
火
と

の
取

り
組

み
は
決
戦
下
戦
ふ
学
徒

の
真
面
目
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
た
」
な
ど
と
書
い
て
い
る
が
、

こ
も

実
際
に
は
、
学
校
警
護
の
た
め
待
機
し
て
い
た
奈
中
生

一
〇
名
ば
か
り
が
学
校
前
の
奥
本
宅
に
駆
け
つ
け
、
近
所
の
人
と
と
も
に
菰
川
の
水
を
バ

ケ
ツ
リ
レ
ー
し
て
消
火
に
あ
た
っ
た
が
、
火
の
手
が
大
き
く
て
消
し
と
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る

(島
田
彰
治
・長

田
寿
郎
氏
談

)。
戦
意
高
揚
の
た

め
の
勇
み
足
と
い
う
べ
き
か
、
当
時
の
新
聞
の
姿
勢
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
よ
う

(軍
事
機
密
の
た
め
か
、
他
紙

に
は
空
襲
の
記
事
が
な
い

)。

そ
の
後
も
散
発
的
に
艦
載
機
の
来
襲
が
あ
り

(翻
朗
蹴
齣
軋
研
駟
細
實
楓
鏃
搬
細
舶
蝋
躙
姓
尉
幄
死
溷
蠍
煉
皴
醐
離
韈
臘
粥
闘
辮
黏
鼬
馴
以
齟
鰊
鰍
時
推
糊
瞠
勸
弘
櫞
睦
証
5
、

県
下
各
地
に
も
小
規
模
な
空
襲
が
あ

っ
た
が

(鈴
木
良
編

前
掲
書

)
、
奈
良
は
大
規
模
な
空
襲
を
受
け
る
こ
と
な
く
終
戦
を
迎
え
る
。

昭
和
二
十
年

(一九四
五)
沖
縄
戦

の
敗
北
が
決
定
的
に
な
る
と

「本
土
決
戦
」
「
一
億
玉
砕
」
が
声
高
に
叫
ば
れ
る

敗

戦

よ
う
に
な

っ
た
が
、
も
は
や
日
本
は
戦
争
を
続
け
る
力
を
失

っ
て
い
た
。
七
月
下
旬
か
ら
は
、

ほ
と
ん
ど
毎
日
の

よ
う
に
中
小
都
市
が
焼
き
は
ら
わ
れ
、
県
下
各
地

へ
の
艦
載
機

の
来
襲
も
ひ
ん
ぱ
ん
に
な

っ
た

(鈴
木
良
編
「奈

良
県
の
百
年
』
)
。
八
月

に
入

っ
て
広
島
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と
長
崎
に
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
、
九
日
に
ソ
連
が
参
戦
、
十
四
日

つ
い
に
日
本
の
降
伏
を
要
求
し
た
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
受
諾
を
決
定
、

八
月
十
五
日
、
天
皇
の
ラ
ジ
オ
放
送

(玉
音
放
送
)
を
も

っ
て
国
民
に
こ
れ
を
発
表
し
た
。

「東
向
北
町
記
録
」
に
は
、
「此
日
ラ
ヂ
オ
に
て
天
皇
陛
下
玉
音
放
送
を
拝
し
、
町
内

一
同
正
午
を
期

(し
)
謹

聴

ス
、
大
東
亜
戦

争

二
関
シ
、
四
国
米
英
支
ソ
申
出

二
受
諾
の
大
詔
ヲ
拝

シ
奉
リ

一
同
感
無
量
」
と
あ
り
、
東
大
寺
の

「
日
誌
」
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
書

き
と
め
て
い
る
。

正
午
十
二
時
放
送
に
際
し
、
畏
く
も
聖
上
陛
下
の
玉
音
に
て
戦
争
終
結
の
悲
愴
極
ま
る
詔
書
の
御
奉
読
を
拝
す
、
烈
日
は
街
に
白
光
を
さ
ん
さ

ん
と
降
ら
し
注
げ
と
も
、
御
詔
書
を
拝
聴
す
る
我
等
の
心
の
い
か
に
暗
か
っ
た
こ
と
か
、
こ
れ
か
ら
襲
ひ
来
る
で
あ
ろ
う
前
途
の
苦
難
に
心
を
痛

め
た
か
ら
で
も
あ
ろ
う
。
然
し
畏
き
こ
と
乍
ら
、
御
詔
書
を
垂
れ
さ
せ
給
ふ
御
叡
慮
の
ほ
ど
を
拝
察
さ
れ
、
我
等
の
前
途
は
ど
う
あ
ろ
う
と
問
題

は
な
い
の
だ
、
あ
丶
、
大
御
心
を
拝
察
す
れ
ば
あ
ふ
れ
来
る
暗
涙
止
め
得
ず
、
我
等
は
唯
々
慚
死
の
思
ひ
に
身
を
せ
め
る
の
み
で
あ
る

(後
略
)

そ
し
て
、
翌
十
六
日

「昨
日
に
引
続
き
沈
鬱
す
る
空
気
に
満
ち
、
道
行
く
人
の
顔
上
に
も
生
気
と
笑
と
が
影
を

ひ
そ
め
た
る
が
如
き

感

あ
り
」
と
、
市
民
の
虚
脱
の
さ
ま
を
伝
え
て
い
る
。

「東
向
北
町
記
録
」
に
よ
れ
ば
、
二
日
後
の
八
月
十
七
日
、
緊
急
町
内
会
長
の
召
集
が
あ
り
、
佐
保
国
民
学
校

に
集
合
、
連
合
町
内

　　
　

会
長
の
説
諭
に
し
た
が

っ
て

「町
民

二
対
シ
冷
静
且
国
体
護
持
ノ
精
心
で
困
難
ヲ
凌
ギ
国
家
再
建
に
努
力
セ
ン
コ
ト
を
誓
約
」
、
東
向

北
町
で
は
翌
十
八
日
臨
時
緊
急
常
会
を
開
い
て
こ
の
こ
と
を
約
し
合

っ
た
と
い
う
。
国
体
護
持
が
当
時

の
支
配
層

の
最
大

の
関
心
事

で

あ

り
、
そ
の
国
民

へ
の
徹
底
を
は
か

っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
戦
争
が
終
結
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
日
町
内
の

一
人
が
応
召
、

「
祈
願

ノ
為
氷
室
神
社
春
日
神
社
参
拝
」
と
あ
る

(た
だ
し

郷
サ
ル
」廊
加
硼
)
。

ま
た
、
東
大
寺
の

「
日
誌
」
八
月
二
十
五
日
の
条
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
事
が
み
え
る
。

つ
き

朝
六
時
大
鐘
撞
初
め
式
、
管
長
已
下
塔
中
出
仕
、
数
年
間
音
響
管
制
に
て
停
止
の
梵
鐘
を
打
撞
き
、
再
起
日
本
黎
明
之
警
鐘
と
し
て
意
義
あ
ら
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し
め
ん
た
め
、
大
朝

(
『朝
日

新
聞
』
)
に
談
合
の
結
果
之
を
挙
行
、
今
晩
よ
り
引
続
き
毎
夕
初
夜
之
鐘
を
聞
く
る
事
と
な
り
明
朗
の
気
分
を
味
う
。

(後
略
)

と

い
う
記
事
が
み
え
る
。
不
安
と
混
乱
の
な
か

「
明
朗

の
気
分
」

に
は
ま
だ
遠
か

っ
た
に
し
て
も
、
市
民
も
ま
た
、
戦
争
の
重
圧
か
ら

解
放
さ
れ
た
喜
び
を
感
じ
は
じ
め
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

敗
戦
後

の
混
乱

の
な
か
、
疎
開
中

の
国
宝

の
帰
山
が
は
じ
ま

っ
た
。
東
大
寺
の

「
日
誌
」
に
よ
れ
ば
、
昭
和
二
十

年

(一九
四五)
十

一
月
九
日
、
円
成
寺
に
疎
開
中
の
三
月
堂
四
天
王
像
の
う
ち
二
体
が
帰
山
、
十

一
月
十
六

・
十
七

両
日
に
正
暦
寺
預
け
分
が
帰

っ
て
き
た
。
金
剛

・
密
迹
両
仁
王
像

の
破
損
が
判
明
し
た
の
は
、
こ
の
と
き
で
あ
る
。

つ
い
で
二
十
七
日

か
ら
二
十
九
日
に
か
け
て
大
蔵
寺

に
疎
開
し
て
い
た
西
大
門
勅
額
な
ど
が
戻
り
、
東
大
寺
で
は
十
二
月
十
三
日
に
三
月
堂
疎
開
仏
像
の

開
眼
法
要
を
行

っ
た
。

こ
の
こ
ろ
、
京
都
と
奈
良
が
空
爆
を
ま
ぬ
が
れ
た
の
は
、
ラ
ン
グ

レ
ン
・
ウ
ォ
ー
ナ
ー
博
士

(日
本
・東
洋
美
術
の
研
究
家
。
終
戦
前
後
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
附
属
フ
ォ
ッ
グ
美
術
館
東
洋
部
長
)
の

お
か
げ
だ
と
い
う
話
が
ひ
ろ
ま

っ
た
。
十

一
月
十

一
日
付
の

『朝
日
新
聞
』
が
、
「
作
戦

・
国
境
も
越
え
て
/
人
類

の
宝
を
守

る
/
米

軍

の
陰

に
日
本
美
術
通
」
と
い
う
見
出
し
で
、
「
美
術
と
歴
史
を
尊
重
す
る
ア
メ
リ
カ
の
意
志
が
京
都
と
奈
良
を

"人
類

の
宝
"
と
し

て
世
界

の
た
め
日
本
の
た
め
に
救

っ
た
の
で
あ
る
」
と
し
て
、
ウ
ォ
ー
ナ
ー
の
尽
力
を
た
た
え
た
の
が
発
端
だ

っ
た
と
い
う
。
以
後

マ

ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
文
化
の
擁
護
者

ア
メ
リ
カ
の
宣
伝
材
料
の

一
つ
と
し
て
ウ
ォ
ー
ナ
ー
功
績
説
が
ひ
ろ
ま

っ
た
。
ウ
ォ
ー
ナ
ー

は
翌
昭
和
二
十

一
年
、
G
H
Q
の
民
間
情
報
教
育
局
の
美
術
保
護
主
任
と
し
て
来
日
、
数
か
月
の
滞
在
中

(衄
朗
に
黏
獻
明
誅
輝
を
耀
佃
塒
拗
3
、

京
都

・
奈
良
を
救

っ
た

「恩
人
」
と
し
て
歓
迎
を
受
け
た
。
当
の
ウ
ォ
ー
ナ
ー
は
、
自
分
の
せ
い
で
な
い
こ
と
を
強
調
し
た
が
、
こ
れ

が
か
え

っ
て
奥
ゆ
か
し
い
謙
遜
と
受
け
と
ら
れ
、
ウ
ォ
ー
ナ
ー
功
績
説
は
い
っ
そ
う
ひ
ろ
ま

っ
た
。
さ
ら
に
、
二
十
四
年

一
月
の
法
隆

寺
金
堂
火
災
に

つ
い
て
の
ウ
ォ
ー
ナ
ー
の
談
話
と
哀
悼

(ボ
ス
ト
ン
博
物
館
で
金
堂
壁
画
の
実
物
大
写

真
に
黒
い
リ
ボ
ン
の
花
輪
を
飾
っ
た
と
い
う
)
の
報
道
や
二
十
七
年
に
来
日
し
た
ウ
ォ
ー

文

化

財

と

ウ

ォ
ー
ナ
ー
伝
説
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ナ
ー
へ
の
吉
田
首
相
の
感
謝
に
よ
っ
て
、
そ
の
伝
説
は
増
幅
さ
れ
た
。
三
十
年
六
月
彼
が
死
去
す
る
と
、
奈
良
県
議
会
は
全
員
で
黙
薦

し

て
弔
電
を
う

つ
こ
と
を
決
議
、
翌
月
、
奈
良
県

・
奈
良
市
合
同
で
ウ
ォ
ー
ナ
ー
博
士
追
悼
法
要
を
営
ん
だ
。
三
十
二
年
に
は
安
倍
文

珠
院
に
ウ
ォ
ー
ナ
ー
報
恩
塔
が

つ
く
ら
れ
、

つ
い
で
法
隆
寺
に
も
ウ
ォ
ー
ナ
ー
塔
が
建
て
ら
れ
る
。
昭
和
五
十
七
年

(
一宍
二
)
発
刊

の

『
奈
良
公
園
史
』
も
、
「奈
良
の
恩
人
ウ
ォ
ー
ナ
ー
博
士
」
と
し
て

「奈
良
や
京
都
は
米
軍
の
空
爆
を
ま
ぬ
が
れ
た
。
両
文
化
都
市
に
対

し

て
米
軍
の
特
別
の
配
慮
が
払
わ
れ
た
こ
と
が
戦
後
ぜ
ん
じ
明
ら
か
と
な

っ
た
。
こ
の
空
爆
回
避
の
恩
人
と
し
て
ウ
ォ
ー
ナ
ー
博
士
が

知
ら
れ
る
」
と
書
い
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
主
張
を
裏
づ
け
る
根
拠
は
な
い
。
太
平
洋
戦
争
中
ウ
ォ
ー
ナ
ー
が
日
本

の
文
化
財

に
つ
い
て
し
た
こ
と
は
、

「
戦
争
地
域

に
お
け
る
美
術
館
及
び
歴
史
的
記
念
物
の
保
護
及
び
救
済
に
関
す
る
ア
メ
リ
カ
委
員
会
」
(
ロ
バ
ー
ツ

委
員
会

)
の

一
員
と
し
て
、
文

化
財
リ
ス
ト
の
極
東
と
く
に
日
本
の
部
作
成
の
中
心
に
な

っ
た
に
と
ど
ま
る
。
そ
れ
は
、
彼
自
身
が
く
り
か
え
し
強

調
し
た
と
こ
ろ
で

も
あ

っ
た
。
そ
れ
に
基
づ
い
て
つ
く
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
日
本
の
文
化
財
リ
ス
ト
と
地
図
が
、
二
十
年
五
月
作
成

の

「陸
軍
サ
ー
ビ
ス

部
隊
便
覧
」
に
の
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
が
、
こ
れ
に
よ

っ
て
爆
撃
目
標
か
ら
奈
良

・
京
都
の
文
化
財
が
は
ず
さ
れ
た
と
い
う
証
拠
も

な

い
。
ま
し
て
ウ
ォ
ー
ナ
ー
が
そ
の
こ
と
を
進
言
し
た
事
実
も
な
い
し
、
か
り
に
そ
う
い
う
こ
と
が
あ

っ
た
と
し

て
も
、
戦
略
が
変
え

ら
れ
る
も
の
で
も
あ
る
ま
い
。
京
都
は
原
爆
投
下
の
候
補
都
市
の

一
つ
に
あ
げ
ら
れ
て
い
た
の
だ
し

(六
月
二
十
六
日
西
陣

地
区
が
爆
撃
さ
れ
た
)
、
奈
良
に
も
六

月

一
日
、
法
華
寺
の
近
く
や
東
大
寺
大
仏
殿
か
ら
約

一
・
七
キ
。
の
地
点
に
焼
夷
弾
が
投
下
さ
れ
、
艦
載
機
の
機
銃
掃
射
も
あ

っ
た
の
で

あ
る
。
ウ
ォ
ー
ナ
ー
功
績
説
の
発
端
と
な

っ
た

『
朝
日
新
聞
』

の
記
事

の
出
所
は
占
領
軍

で
、
「歴
史
を
尊
重
す
る

ア
メ
リ
カ
」
を
宣

伝
す
る
た
あ
に
流
さ
れ
た
疑
い
が
強
い
。

ウ
ォ
ー
ナ
ー
が
奈
良

・
京
都
を
空
爆
か
ら
救

っ
た
と
い
う
の
は
、
戦
後

に

つ
く
ら
れ
た
伝
説

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

で
は
、
奈
良
が
大
規
模
な
空
襲
を
ま
ぬ
が
れ
た
の
は
ど
う
し
て
か
。
奈
良
に
は
軍
事
施
設
や
軍
需
工
場
な
ど
ア
メ
リ
カ
空
軍
が
攻
撃
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目
標
と
す
る
に
足
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
な
か

っ
た
。
二
十
年
当
時
、
奈
良
に
は
歩
兵
第
三
十
八
連
隊
の
あ
と
に
入

っ
た
岐
阜
陸
軍
整
備

学
校
奈
良
教
育
隊

(少
年
飛
行
兵
の
短
期
養
成
を
目
的
に
昭
和
十
九
年
四

月
一
日
に
開
隊
。
『奈
良
航
空
教
育
隊
史
』に
よ
る

)
し
か
な
く
、
県
下
で
も
、
い
ま
の
天
理
市

に
近
畿
海
軍
航
空
隊
大
和
基
地

(柳
本
飛

行
場

)
と
奈
良
海
軍
航
空
隊

(畝
鯉
鰍
離
)
が
あ

っ
た
ほ
か
、
五
條
市
北
宇
智

に
大
阪
兵
器
廠

の
燃
料
倉
庫
が
工
事

中
だ

っ
た
に
す
ぎ

な

い
。
太
平
洋
戦
争
直
前
の
こ
と
だ
が
、
日
本
の
軍
部
は
奈
良
に
つ
い
て

「宮
内
省
関
係
地
方
ト
シ
テ
防
空
上
第

一
位

二
属
ス
ル
安
全

地
帯
ナ
リ
」
と
し
て
い
た
の
で
あ

っ
た
。
奈
良
の
空
襲
が
小
規
模
か

つ
散
発
的
だ

っ
た
最
大
の
理
由
は
、
攻
撃
す

べ
き
軍
事
目
標
が
な

か
っ
た
か
ら
で
あ
る

(鱗
諌
漲
畆
献
評
鮮
職
瀞
嫌
敷
訛
勵
則
椥
前
隔
酬
駈
悶
焔
鑾

讙
助
㏄
伽
敵
謝
如
懸

。
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